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投資投資投資投資のののの基礎講座基礎講座基礎講座基礎講座 「為替の動きに変化？」

先週先週先週先週のののの金融市場金融市場金融市場金融市場データデータデータデータ スーパースーパースーパースーパー定期定期定期定期（（（（ニューニューニューニュー定期定期定期定期））））金利表金利表金利表金利表

週間高低表（終値ベース） 週初 高値 安値 週末終値 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 2年

日経平均株価 12,933.18円 13,254.89円 12,914.66円 13,168.41円 群馬銀行 0.25% 0.25% 0.27% 0.35% 0.40%

TOPIX 1,248.25   1,277.27   1,247.71   1,259.93   東和銀行 0.25% 0.25% 0.27% 0.35% 0.40%

ニューヨークダウ平均 11,284.15ドル 11,734.32ドル 11,284.15ドル 11,734.32ドル 高崎信用金庫 0.25% 0.25% 0.27% 0.35% 0.40%

NASDAQ 2,285.56   2,414.10   2,285.56   2,414.10   郵便局 0.25% 0.25% 0.27% 0.35% 0.40%

10年国債利回り 1.495% 1.535% 1.465% 1.465%

5年国債利回り 1.045% 1.085% 1.010% 1.010% GDPGDPGDPGDP速報速報速報速報

無担保コールO/N 0.502% 0.502% 0.499% 0.499%

米国ＦＦレート 1.9375% 2.0625% 1.8750% 2.0625%

米国10年国債利回り 3.96% 4.05% 3.92% 3.93%

ドイツ10年国債利回り 4.33% 4.33% 4.25% 4.25%

ドル/円相場 107.79円  109.84円  107.79円  109.84円  

ﾕｰﾛ/円相場 167.96円  169.26円  166.59円  166.59円  

１ユーロ＝ドル 1.5582ドル 1.5582ドル 1.5166ドル 1.5166ドル

豪ドル/円相場 100.14円  100.40円  98.90円  98.90円  

ＮＹ原油先物（ＷＴＩ） 121.41ドル 121.41ドル 115.20ドル 115.20ドル

ＮＹ金先物 907.90ドル 907.90ドル 864.80ドル 864.80ドル

今週今週今週今週のののの株式相場見通株式相場見通株式相場見通株式相場見通しししし

今週今週今週今週のののの債券債券債券債券・・・・為替相場見通為替相場見通為替相場見通為替相場見通しししし

本資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、取引の勧誘を目的としたものではありません。ここに記載されているデータ、は信頼できる各種情報源から入手したものですが、

その正確性や完全性を保証するものではありません。また、本資料に記載された見解や予測等は資料作成時点における個人的意見であり、ライフプラン２１が保証するものではありません。

投資に関する最終決定はお客様ご自身の判断でなさるようお願い申し上げます。

　先週の株式相場は、海外市場や国内企業の決算発表、原油価格などの動き
に左右され方向感のない展開となりました。
　今週の株式相場は、原油価格が大きく低下してきたこと、四半期決算発表が
峠を越え悪材料出尽くし感があることなどから下値不安が薄れ、底堅い展開が
予想されます。
　13日にGDP速報が発表されますが、市場はある程度のマイナスは織り込んで
おり影響は小さいものと思います。原油価格が低下してきたことやドル高の進
行から輸出関連株に買いが入りやすくなりそうです。しかし、景気後退局面であ
ることから大きく買いあがる力は乏しく上値は押さえられると思います。
　日経平均株価で12800～13600円程度の推移となりそうです。

　先週の債券相場は、景気後退が顕著となり金利先安感が強まり堅調な展開
となりました。10年国債利回りは1465％までていかしました。
　今週の債券相場は、景気後退の動きと原油価格の下落によりインフレ懸念が
薄れたことから強含みの展開が予想されます。急激な金利低下に対する警戒
感もででてくることから上値は抑えられそうです。
　10年国債利回りで1.420～1500％程度の推移となりそうです。
　先週の為替相場は、原油価格の下落を受けドルは予想以上に上昇、週末の
海外市場では1ドル＝110円台前半までドル高・円安が進みました。
　今週の為替相場は、原油価格の低下、海外金融機関の円資金調達に伴うド
ル転などの動きからドルは堅調な展開が続くものと思われます。急激なドル高
に対する利益確定の動きも出てくることが予想されます。
　1ドル＝109円～111円程度のややボラティリティの大きい展開となりそうです。

平成20年8月11日

平成20年8月11日現在

　8月13日に内閣府から2008年4-6月期のGDP1次速報が公表されます。
　内閣府のホームページの説明によると『四半期別GDP速報(QE：Quarterly
Estimates)は、一国全体のマクロ経済の状況を明らかにする国民経済計算のうち、
支出系列及び雇用者報酬について毎四半期毎に公表することで、カレントな景気判
断を行うための基礎資料となることを目的としている。１次速報は当該四半期終了
後から１ヶ月と２週間程度後、2次速報は、1次速報以降新たに利用可能となった基
礎資料を用いて、さらに約1ヶ月後に公表される。』ことになっています。
　2008年1-3月期の実質GDPは前期比+1.0％（年率換算+4.0％）でしたが、4-6月期
は4四半期ぶりにマイナスになるとの見方が大勢です。前期に寄与度の高かった、
輸出（寄与度0.7）、民間最終消費（同0.5）の減少や設備投資などが大きく影響を与
えるものと思います。
　景気後退を確認する指標になりそうです。

　右のグラフは2007年初を100とした、円と米ドル、ユーロ、豪ドルの為替レートと米ドル・ユーロ（ただし、
1ドルに対するユーロで表示）の為替レートです。
　2007年8月までは円に対する米ドル、ユーロ、豪ドルは幅は違うものの動く方向は同じように変化してい
ましたが、それ以降は米ドルが独歩安の動きとなっていました。しかし、2008年3月中旬からは、対円で米
ドルが反転してきています。昨年8月からのドル安はサブプライムローン問題による米経済の変調が主な
要因と思います。しかし、今年の3月からは明らかに変化しています。米首脳のドル高誘導発言などもあり
ましたが、米国がサブプライムローン問題解決に積極化していることを好感しているのではないでしょうか。
　さらに、ドル・ユーロの線を見ると直近ではドルが対ユーロで強くなりつつある動きをしてきています。一方
で、ユーロが対円で横ばい、豪ドルは反落を始めているようです。ユーロ圏では景気減速の可能性が高ま
り、前回のECB理事会で利上げを見送ったこと、原油が反落を始めたことで資源国通貨高に変化が出てき
たと見たほうがいいかもしれません。
　これからの為替の動きに注意が必要ですね。
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